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・水害などにより、さらに人口が減るのでは。
・住み始めにくい。移住しにくい。人口減少対策が必要。
・空き家のリフォーム活用を。
・空き家を利用して地域包括ケアシステムをしては。
○内水処理のポンプを年中設置できないか。配電盤の位置も考えなければ。
・消防団のポンプ車点検整備を。
・コロナ禍や物価高騰している中で町独自の施策は。
・関係人口を増やしていく政策をしていくべき。
・子育て世代への対策が少ない。子どもの遊び場が少ない。
○栄町地区の排水溝対策を早期に対応してほしい。
・汚職事件に対して町議会のチェック機能は。
・電波塔を建てるという話があるが、許可はどうなっているのか。
  等…

議会報告会・
地域住民との
対話集会

住民住民ととと歩む議会歩む議会ををを目指して目指して
　７月1５日（金）午後７時から、虹のプラザ２階中会議室にて議会報
告会・地域住民との対話集会を開催しました。
　コロナ禍が続き開催を見送ってまいりましたが、感染対策を万全
に会場を１か所にし、3年ぶりに開催できました。21名の参加者か
ら、活発なご意見を頂戴しました。
　いただいたご意見を町政に活かしていけるように努めてまいります。

主な質問、意見及び要望内容

○：政策提言書に記載した事項（Ｐ3に関連記事）

詳細は、議会だより号外をご覧ください。たくさんのご意見ありがとうございました。

　
大
石
田
町
議
会
の
『
議
会

報
告
会
及
び
地
域
住
民
と
の

対
話
集
会
』、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
が
続
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
私
が
議
員
に
な
っ
て
初
め

て
の
対
話
集
会
、
と
て
も
緊

張
し
て
臨
み
ま
し
た
。

　
い
ざ
始
ま
る
と
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
質

問
や
要
望
が
あ
り
、
大
石
田

町
を
良
く
し
た
い
町
民
の
皆

さ
ん
の
思
い
が
大
変
強
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
て
い
ね
い
に
分
か
り
や
す

く
答
え
る
先
輩
議
員
の
皆
さ

ん
、
私
も
数
回
質
問
を
受
け

答
え
し
ま
し
た
が
、
言
葉
に

し
て
伝
え
る
難
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
予
定
の
２
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
お
話
を
今
後
の

議
会
で
活
か
し
、
よ
り
良
い

大
石
田
町
に
な
る
よ
う
、
提

言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

【
記　
今
野
】

議
員
か
ら
一
言

議
員
か
ら
一
言

22おおいしだ　議会だより　No.174



議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
◆次回の定例会は

議会だより号外は11月2５日発行します
マスク着用のうえ、おいでください。

12月2日12月2日12月2日（金）（金）（金）～12月8日～12月8日～12月8日（木）（木）（木）
の予定ですの予定ですの予定です

　
令
和
４
年
９
月
2４
日
雨
天
の

中
、
３
年
ぶ
り
に
「
最
上
川
ふ

れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
の
真
剣
な

走
り
に
感
銘
し
、
親
子
マ
ラ
ソ

ン
で
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰

囲
気
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
各
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
記　
二
藤
部
】

表
紙
の
写
真

早急な対応を！早急な対応を！早急な対応を！
政策提言書 提出政策提言書 提出

　
令
和
４
年
８
月
２5
日
、
町
長
室
に
お

い
て
、
町
長
に
政
策
提
言
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
政
策
提
言
に
つ
い
て
は
、
議

会
報
告
会
に
お
い
て
い
た
だ
い
た
意
見

を
基
に
緊
急
性
が
高
い
要
望
を
取
り
ま

と
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
議
会
報
告
会
に
て
い
た
だ

い
た
要
望
も
ふ
く
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
検
討
し
、
議
会
と
し
て
逐

次
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
町
民
が
現
在
必
要
と
し
て
い
る
喫
緊
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
、
行
政
運
営
の
更
な
る
充
実
を
求
め
る
た

め
、
左
記
の
内
容
を
提
言
す
る
。

【
災
害
対
応
関
係
】

【
災
害
対
応
関
係
】

　
○
川
端
地
区
内
に
常
設
の
水
中
ポ
ン
プ
設
置
を

　
○
川
端
地
区
内
に
常
設
の
水
中
ポ
ン
プ
設
置
を

　
　

 

川
端
地
区
内
は
、
豪
雨
が
あ
る
た
び
に
浸
水
の

危
険
に
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
浸
水
対
策

を
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
た
め
、
水
中
ポ
ン
プ

の
常
設
と
地
区
に
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
。

　　
○
栄
町
地
区
の
排
水
溝
の
整
備
を

○
栄
町
地
区
の
排
水
溝
の
整
備
を

　
　

 

栄
町
地
区
内
の
排
水
溝
の
構
造
に
問
題
が
あ
る

た
め
、
豪
雨
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
排
水
で
き
る
よ

う
、
水
路
改
良
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

【
総
合
政
策
関
係
】

【
総
合
政
策
関
係
】

　
○
人
口
流
出
防
止
対
策
を

　
○
人
口
流
出
防
止
対
策
を

　
　

 

最
上
川
治
水
対
策
事
業
の
影
響
で
、
4０
～
５０
軒

の
移
転
が
発
生
す
る
。

　
　

 

町
内
に
お
け
る
移
転
先
の
確
保
及
び
整
備
を
早

急
に
決
定
し
、転
出
を
防
ぐ
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

政
策
提
言
書
の
主
な
要
旨
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入ってきたお金入ってきたお金

使ったお金使ったお金

町税

繰入金

地方交付税

一般会計歳入歳出決算

町債（借金）

災害復旧

繰越金

依存財源依存財源

自主財源自主財源

分担金等

交付金等

国庫支出金

県支出金

議会運営

行政運営

社会福祉
ゴミ処理・検診

5億8403万円（9.3％）

4億8365万円（7.7％）

63億
600万円

60億
2020万円

２6億3573万円
（4１.8％）

２億70１0万円（4.3％）

農林水産業の振興
２億２48１万円（3.7％）

労働・商工・観光の振興
3978万円（0.6％）

道路整備・除雪
6億3700万円（１0.6％）

消防・水防
２億6685万円（4.4％）

学校・スポーツなど
3億97１6万円（6.6％）

借金の返済
7億２１8１万円（１２.0％）

4040万円（0.7％）

２億888１万円（4.6％）

（67.8％）（67.8％）

（3２.２％）（3２.２％）

6億7338万円（１0.6％）

２億3484万円（3.7％）

8億3087万円（１3.２％）

3億459万円（4.8％）

7１09万円（１.２％）

２0億5１２7万円
（34.１％）

１２億9１9万円
（２0.１％）3億6084万円（6.0％）

全員賛成で全員賛成で全員賛成で

認定認定認定

【自主財源】
　町税や繰越金な
ど、町が独自に調達
したお金。

【依存財源】
　地方交付税や国庫
支出金など、国・県
から定められた金額
が交付されるお金。

深刻な課題へ!深刻な課題へ!
　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
1３
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
決
算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
詳
細
に
審
査

し
た
結
果
、
一
般
会
計
及
び
６
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

 

決
算
特
別
委
員
会
総
括
審
査
の
審
議
内
容
…
Ｐ
６
～
７
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R3

R2

R1

H30

H29

H28 7.2 6.9

6.6 8.3

5.5 8.0

6.0 8.8

6.2 9.8

6.8 12.4

0.0 10.0 20.0

単位：億円財政調整基金 その他基金

20.0

R3

R2

R1

H30

H29 70.0

68.7

69.7

65.6

61.3

40.0 60.0 80.0

普通会計 単位：億円

基金（貯金）残高の推移 町債（借入金）残高の推移

入湯税免除は続く「令和３年度町税」決算額と収納率入湯税免除は続く「令和３年度町税」決算額と収納率入湯税免除は続く「令和３年度町税」決算額と収納率

定例会 ９／／２〜
　９／／１３第３回

区分 Ｒ３決算額 前年度比
町 民 税 ２億458２万円 ▲１１１１万円
固定資産税 ２億889１万円 ▲99２万円
軽自動車税 ２866万円 36万円
た ば こ 税 3２0万円 ▲２8万円
鉱 産 税 34万円 3万円
入 湯 税 0円 ー
都市計画税 １7１0万円 ▲79万円
合 計 5億8403万円 ▲2171万円

年　度 H29 H30 R1 R2 R3

収納率 ➡96.6% ➡96.5% ➡96.2% 扌96.3% 扌96.5%

　町税は、自主財源の約3分の１を占めて
います。町の収入としてはとても大切なお
金です。軽自動車税及び鉱産税を除き減額
しています。
　入湯税は、令和元年７月から課税免除し
ています。

高い収納率を維持しています。

令和３年度決算令和３年度決算

生産人口減少生産人口減少

　ふるさと納税の申し込みが堅調なこと
もあり、ふるさと応援基金が大幅に増加
しています。基金全体でも3億2０００万円
増額となっています。

　町債残高は、前年度から４億３０００万円
減額しています。しかし、今後、虹のプ
ラザ建設事業に発行した町債等の償還（返
済）が始まることから厳しい財政運営が
続く見込みです。
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今
野　
雅
信　
委
員

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
齋
藤
元
希
選

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
齋
藤
元
希
選

手
の
競
技
の
際
に
検
討
が
あ
っ
た

手
の
競
技
の
際
に
検
討
が
あ
っ
た

と
聞
い
た
が
。

と
聞
い
た
が
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
競
技

時
刻
の
不
確
定
さ
の
た
め
に
断
念

し
た
。
制
約
や
制
限
が
な
け
れ
ば

ぜ
ひ
と
も
実
施
し
た
か
っ
た
。

一

般

会

計

【
全
員
賛
成
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

　
　
　

今
野　
雅
信　
委
員

当
町
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
躍
動

当
町
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
躍
動

す
る
場
面
を
、
小
中
学
生
と
一
緒

す
る
場
面
を
、
小
中
学
生
と
一
緒

に
感
動
を
共
有
で
き
れ
ば
。

に
感
動
を
共
有
で
き
れ
ば
。

町
長　
最
近
で
は
、
保ほ

芦あ
し
摩ま

比ひ

呂ろ

君
や
遠え
ん
藤ど
う
太だ
い
胡ご

君
の
活
躍
も
あ
っ

た
。
可
能
な
限
り
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
委
員

５
億
７
千
万
円
超
と
過
去
最
高
金

５
億
７
千
万
円
超
と
過
去
最
高
金

額
と
な
っ
た
こ
と
を
ど
う
捉
え
る
。

額
と
な
っ
た
こ
と
を
ど
う
捉
え
る
。

町
長　
制
度
が
で
き
た
当
初
か
ら

思
い
入
れ
が
強
い
こ
と
も
あ
り
、

感
謝
し
て
い
る
。
返
礼
品
の
検
討

も
含
め
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る

よ
う
に
今
後
も
取
り
組
む
。

　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
委
員

む
ら
や
ま
広
域
婚
活
事
業
、
当
町

む
ら
や
ま
広
域
婚
活
事
業
、
当
町

か
ら
の
参
加
者
が
た
っ
た
１
人

か
ら
の
参
加
者
が
た
っ
た
１
人

だ
っ
た
が
。

だ
っ
た
が
。

町
長　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
だ
が
、

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

婚
活
事
業

婚
活
事
業

上
手
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
参
加
者
を

増
や
し
、
成
就
に
つ
な
が
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
委
員

保
育
園
運
営
費
の
推
移
か
ら
も
減

保
育
園
運
営
費
の
推
移
か
ら
も
減

少
が
見
え
る
。
深
刻
な
問
題
と
思

少
が
見
え
る
。
深
刻
な
問
題
と
思

う
が
。

う
が
。

町
長　
若
者
が
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
し
た
い
と
思
え
る
環
境
整
備

を
今
後
も
一
層
進
め
た
い
。

出
産
祝
金
は
不
用
額
が
多
く
出
た
。

出
産
祝
金
は
不
用
額
が
多
く
出
た
。

そ
の
分
で
祝
金
の
単
価
を
上
げ
て

そ
の
分
で
祝
金
の
単
価
を
上
げ
て

み
て
は
。

み
て
は
。

町
長　
予
算
の
性
質
上
、
簡
単
で

は
な
い
が
、
検
討
は
し
た
い
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
委
員

国
か
ら
の
運
営
補
助
金
が
今
年
度

国
か
ら
の
運
営
補
助
金
が
今
年
度

で
終
了
す
る
。
町
民
の
健
康
増
進

で
終
了
す
る
。
町
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

に
寄
与
す
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

し
た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
。

し
た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
。

町
長　
新
た
な
段
階
に
入
る
。
今

出
生
人
数
減
少

出
生
人
数
減
少

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

後
も
皆
で
盛
り
上
げ
ら
れ
る
組
織

に
し
て
い
く
。

　
　
　
今
野　
雅
信　
委
員

全
児
童
、
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

全
児
童
、
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

配
置
に
な
っ
た
。
今
後
の
課
題
は
。

配
置
に
な
っ
た
。
今
後
の
課
題
は
。

教
育
長　
導
入
ソ
フ
ト
の
検
討
も

含
め
、
い
か
に
慣
れ
て
行
く
か
が

課
題
だ
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

決算特別委員会

お気軽に参加してみては？（ヨガ教室）

活躍する保芦摩比呂さん（大石田中３年）

決算を「総括・検証」決算を「総括・検証」
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　決算特別委員会とは予算が適正
に使われたかを審査するための委
員会です。
　審査の結果、令和３年度決算は
認定すべきものと決定し、議長に
報告しました。

決算特別委員会
熊谷 富太郎　委員長

　
　
　
村
形　
昌
一　
委
員

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度
が

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度
が

遅
い
と
言
わ
れ
る
。
フ
ェ
イ
ス

遅
い
と
言
わ
れ
る
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
含
め
町
の

ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
含
め
町
の

魅
力
発
信
に
、よ
り
活
用
す
べ
き
。

魅
力
発
信
に
、よ
り
活
用
す
べ
き
。

町
長　
速
や
か
な
更
新
を
心
が
け

る
よ
う
職
員
に
徹
底
さ
せ
る
。

　
　
　
齋
藤　
公
一　
委
員

豊
田
地
区
で
洪
水
防
止
施
設
を
整

豊
田
地
区
で
洪
水
防
止
施
設
を
整

備
す
る
畑
地
を
購
入
し
た
。
町
で

備
す
る
畑
地
を
購
入
し
た
。
町
で

は
な
く
国
交
省
が
す
べ
き
事
案
で
は
。

は
な
く
国
交
省
が
す
べ
き
事
案
で
は
。

建
設
課
長　
当
該
箇
所
は
、
国
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

公
有
財
産
取
得

公
有
財
産
取
得

基
準
で
は
築
堤
で
き
な
い
。
土
地

を
町
で
準
備
し
て
、
最
上
川
の
河

道
掘
削
で
出
た
残
土
を
積
み
上
げ

る
方
向
で
国
交
省
と
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
委
員

入
館
者
数
増
と
図
書
に
触
れ
る
機

入
館
者
数
増
と
図
書
に
触
れ
る
機

会
を
ど
う
考
え
る
。

会
を
ど
う
考
え
る
。

町
長　
利
用
者
が
固
定
し
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
う
。
気
軽
に
来
館
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

教
育
長　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
催

事
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
等
、
図
書
館

運
営
協
議
会
に
も
図
り
な
が
ら
取

り
組
み
た
い
。

　
　
　
齋
藤　
公
一　
委
員

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
お
願
い

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
お
願
い

し
て
か
ら
３
年
経
過
し
た
。
効
果

し
て
か
ら
３
年
経
過
し
た
。
効
果

が
見
え
な
い
と
思
う
が
。

が
見
え
な
い
と
思
う
が
。

町
長　
決
し
て
効
果
が
な
か
っ
た

訳
で
は
な
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

が
大
き
い
。 町

図
書
館

町
図
書
館

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

　
　
　
齋
藤　
公
一　
委
員

ぜ
ひ
と
も
皆
で
盛
り
上
げ
る
べ
き
。

ぜ
ひ
と
も
皆
で
盛
り
上
げ
る
べ
き
。

教
育
長　
国
指
定
の
遺
跡
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
然
、

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

【
全
員
賛
成
】

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
委
員

学
校
給
食
の
ご
飯
が
、
山
形
広
域

学
校
給
食
の
ご
飯
が
、
山
形
広
域

炊
飯
施
設
か
ら
の
提
供
に
移
行
し

炊
飯
施
設
か
ら
の
提
供
に
移
行
し

た
。
多
く
の
関
係
者
か
ら
大
変
美

た
。
多
く
の
関
係
者
か
ら
大
変
美

味
し
い
と
聞
く
が
。

味
し
い
と
聞
く
が
。

教
育
長　
当
町
産
は
え
ぬ
き
を
最

新
の
設
備
で
炊
き
上
げ
て
い
る
。

豊
か
な
食
育
に
つ
な
が
る
こ
と
と

確
信
し
て
い
る
。

駒
籠
楯
跡
遺
跡

駒
籠
楯
跡
遺
跡

給
食
の
米
飯

給
食
の
米
飯

快適にすごせる図書館

令和３年度令和３年度

そ
の
他

に
つ
い
て
も
、審
議
し
た
結
果
、

全
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

次
年
子
簡
易
水
道
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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今
野　
雅
信　
議
員

抗
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
保
育
園
に

抗
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
保
育
園
に

も
必
要
で
は
。

も
必
要
で
は
。

町
長　
小
さ
い
遊
具
等
の
消
毒
も

あ
る
の
で
現
場
の
声
を
聞
い
て
進

め
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

コ
ロ
ナ
対
策

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　
今
野　
雅
信　
議
員

出
店
や
余
興
は
ど
う
す
る
。

出
店
や
余
興
は
ど
う
す
る
。

町
長　
新
し
い
生
活
様
式
で
賑
や

か
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
議
員

黙
食
な
の
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
使
い
賑
や

黙
食
な
の
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
使
い
賑
や

か
に
し
て
は
。

か
に
し
て
は
。

町
長　
東
北
中
央
道
の
開
通
も
あ

る
の
で
Ｐ
Ｒ
し
盛
り
上
げ
て
い
く
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
議
員

花
火
に
特
化
し
た
協
賛
の
考
え
は
。

花
火
に
特
化
し
た
協
賛
の
考
え
は
。

町
長　
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

担
当
の
人
員
体
制
を
整
え
る
が
、

担
当
の
人
員
体
制
を
整
え
る
が
、

更
な
る
展
開
は
。

更
な
る
展
開
は
。

町
長　
限
ら
れ
た
財
源
で
効
果
が

あ
る
も
の
を
探
し
て
い
く
。

新
そ
ば
ま
つ
り

新
そ
ば
ま
つ
り

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
議
員

親
元
就
農
者
支
援
の
情
報
発
信
が

親
元
就
農
者
支
援
の
情
報
発
信
が

も
っ
と
必
要
で
は
。

も
っ
と
必
要
で
は
。

産
業
振
興
課
長　
そ
の
人
に
合
っ

た
農
業
経
営
に
つ
い
て
相
談
し
計

画
を
作
っ
て
い
る
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

町
が
出
動
依
頼
し
た
活
動
に

町
が
出
動
依
頼
し
た
活
動
に
手手てて

弁弁べ
ん
べ
ん

当当と
う
と
う
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
ぎ
、
人

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
ぎ
、
人

が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
。

が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
。

産
業
振
興
課
長　
検
討
す
る
。

新
規
就
農
者

新
規
就
農
者

町
猟
友
会

町
猟
友
会

令和4年
補正予算・条例等

大勢で盛り上げよう！（新そばまつり）

６年ぶり開催！

　
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
等
に
つ
い
て
は
、
９
月

６
日
及
び
1３
日
に
審
議
し
、
提
出
議
案
全
て
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

各会計補正予算
４件

各会計決算
７件

条例制定等
５件

議員発議
１件

人事案件
１件

以上18件
原案どおり原案どおり
可決可決

十分備えよ十分備えよ

　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
議
員

洪
水
の
土
砂
撤
去
に
国
や
県
の
補

洪
水
の
土
砂
撤
去
に
国
や
県
の
補

助
金
は
な
い
の
か
。

助
金
は
な
い
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
は
な
い
が
、
視

野
を
広
く
し
て
調
べ
る
。

　
　
　
小
玉　
　
勇　
議
員

経
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

経
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

教
育
文
化
課
長　
公
演
料
等
は
、

生
涯
学
習
文
化
財
団
か
ら
支
払
わ

れ
る
。
そ
の
か
わ
り
入
場
料
収
入

の
８０
％
を
財
団
に
支
払
う
こ
と
に

な
る
。

下
河
原
公
園

下
河
原
公
園

山
形
交
響
楽
団

山
形
交
響
楽
団
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村
形　
昌
一　
議
員

メ
タ
ボ
や
高
血
圧
の
人
に
ヘ
ル
ス

メ
タ
ボ
や
高
血
圧
の
人
に
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
事
業
を
行
う
が
町
民
に
も

ア
ッ
プ
事
業
を
行
う
が
町
民
に
も

配
信
し
て
は
。

配
信
し
て
は
。

町
長　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
ど
う
い
っ
た
媒

体
が
い
い
の
か
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　
今
野　
雅
信　
議
員

高
血
圧
対
策
の
食
事
や
運
動
も
宣

高
血
圧
対
策
の
食
事
や
運
動
も
宣

伝
し
て
は
。

伝
し
て
は
。

町
長　
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
議
員

立
候
補
の
負
担
軽
減
で
、
な
り
手

立
候
補
の
負
担
軽
減
で
、
な
り
手

不
足
を
解
消
し
活
性
化
を
。

不
足
を
解
消
し
活
性
化
を
。

町
長　
改
正
公
選
法
に
合
わ
せ
て

立
候
補
し
や
す
く
な
れ
ば
と
思
う
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

高
血
圧
予
防
教
室

高
血
圧
予
防
教
室

選
挙
運
動
公
費
負
担

　
　
　
小
玉　
　
勇　
議
員

い
か
に
お
金
を
か
け
な
い
で
選
挙

い
か
に
お
金
を
か
け
な
い
で
選
挙

を
す
る
と
し
て
き
た
の
に
反
す
る

を
す
る
と
し
て
き
た
の
に
反
す
る

の
で
は
。

の
で
は
。

町
長　
か
け
る
、
か
け
な
い
は
立

候
補
者
次
第
と
な
る
。

　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

財
源
と
、
公
告
は
あ
る
の
か
。

財
源
と
、
公
告
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
一
般
財
源
に
な
る
。

ま
た
、
個
人
別
の
公
告
は
な
い
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
議
員

福
利
厚
生
の
充
実
を
。

福
利
厚
生
の
充
実
を
。

町
長　
休
暇
を
取
り
や
す
く
子
育

て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
で
き
れ

ば
と
思
う
。

　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
議
員

議
員
や
特
別
職
の
育
休
は
。

議
員
や
特
別
職
の
育
休
は
。

町
長　
国
に
な
ら
っ
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
熊
谷
富
太
郎　
議
員

休
業
時
の
給
与
は
。

休
業
時
の
給
与
は
。

総
務
課
長　
無
給
で
、
共
済
組
合

か
ら
６７
％
補
填
さ
れ
る
。

　
　
　
今
野　
雅
信　
議
員

請
求
期
限
が
２
週
間
前
で
は
休
暇

請
求
期
限
が
２
週
間
前
で
は
休
暇

を
取
り
に
く
い
の
で
は
。

を
取
り
に
く
い
の
で
は
。

総
務
課
長　
特
別
休
暇
や
年
休
も

あ
る
上
で
の
対
応
だ
。

男
性
公
務
員
の
育
休
拡
大

　
　
　
今
野　
雅
信　
議
員

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
発
行
す
る

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
発
行
す
る

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
だ
が
普
及
率
が

必
要
だ
が
普
及
率
が
４７４７
・
９
％
で
、

・
９
％
で
、

な
か
な
か
増
え
な
い
が
。

な
か
な
か
増
え
な
い
が
。

町
民
税
務
課
長　
臨
時
の
窓
口
開

設
等
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
で
普
及

率
を
上
げ
て
い
く
。

　
　
　
岡
﨑　
英
和　
議
員

町
も
上
手
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
。

町
も
上
手
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
。

町
長　
利
便
性
に
つ
な
が
る
こ
と

や
将
来
性
か
ら
進
め
る
。

コ
ン
ビ
ニ
印
鑑
証
明 早めに取得を！

候補者求む！

ウィズコロナ、ウィズコロナ、
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小
こ

玉
だま

 勇
いさむ

　議員   １１ページ
◇８月４日の洪水被害について
◇ 事業に伴う住宅移転の代替地の早期提示と宅地造成の早期実
現を検討すべき
◆ 違約金に関する仙台高裁の判決に対して上告の考えはあるのか

村
むら

形
かた

 昌
しょう

一
いち

　議員   １2ページ
◆これからの財政状況は大丈夫なのか
◆北村山地区広域行政の強化を
◆町民の声を町政に活かせ

今
こん

野
の

 雅
まさ

信
のぶ

　議員   １３ページ
◆豪雨災害における町の対応は

二
に

藤
とう

部
べ

 冬
とう

馬
ま

　議員   １４ページ
◆２０４０年問題の対応について
◆空き校舎の活用方法は
◆認知症ケアパスについて

熊
くま

谷
がい

 富
とみ

太
た

郎
ろう

　議員   １5ページ
◆国が計画している大橋の架け替えについて
◆：広報誌に掲載

　大石田町の様々な課題等について、議員が町に考えを聞くこと
を言います。
　質問内容は、議案とは関係なく自由に決めます。
　議席は、対面式になっており、町長と向かい合い質問します。
　１人当たりの持ち時間は１時間です。

※議場には、マスクを着用し、手指の消毒を行ったうえで入場しています。議会中も議場の
出入口を開放し、換気をよくするように注意しました。

５５
人
の
議
員
が

人
の
議
員
が

一
般
質
問

一
般
質
問

ど
う
す
る
？
大
石
田

ど
う
す
る
？
大
石
田

ど
う
す
る
？
大
石
田
　一般質問の内容は、
以下の画像を読み取る
ことで、インターネッ
トにより、アーカイブ
を随時ご覧いただくこ
とができます。

一般質問とは…
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８
月
８
月
３１３１
日
の
判
決
で
は
、
山

日
の
判
決
で
は
、
山

形
地
裁
の
判
決
を
支
持
し
、

形
地
裁
の
判
決
を
支
持
し
、

訴
え
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

訴
え
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
上
告
し
最
後
ま
で
戦
う

が
、
上
告
し
最
後
ま
で
戦
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
最
高
裁
判
所
へ
の
上

告
ま
た
は
上
告
受
理
申
し
立

て
に
は
法
律
で
上
告
理
由
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
民
事
訴

訟
法
第
３
１
２
条
「
憲
法
の

解
釈
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
他
憲
法
に
違
反
が
あ
る

こ
と
」
や
「
裁
判
の
手
続
き

に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
」
上

告
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、第
３
１
８
条
で
は「
原

判
決
に
最
高
裁
判
所
の
判
例

高
裁
判
決

に
相
反
す
る
判
断
が
あ
る
と

き
、
ま
た
、
そ
の
他
法
令
の

解
釈
に
関
し
重
要
な
事
項
を

含
む
と
認
め
ら
れ
る
場
合
受

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
要

件
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
上

告
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
と
考
え
る
。

弁
護
士
と
は
ど
ん
な
相
談
を

弁
護
士
と
は
ど
ん
な
相
談
を

し
た
の
か
。

し
た
の
か
。

町
長　
最
高
裁
は
法
律
審
で

あ
り
、
憲
法
等
に
違
反
し
て

い
な
い
か
を
も
っ
ぱ
ら
に
し
、

個
別
の
量
刑
は
判
断
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
判
決

が
破
棄
さ
れ
て
第
２
審
が
覆

る
こ
と
は
、
年
間
の
上
告
件

数
お
よ
そ
２
千
件
の
う
ち
４

件
程
度
で
あ
る
こ
と
、
残
り

の
１
９
９
６
件
は
却
下
、
棄

却
に
な
っ
て
い
る
現
状
な
ど

で
あ
る
。

殆
ど
覆
さ
れ
な
い
と
の
こ
と

殆
ど
覆
さ
れ
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
れ
で
も
最
後
ま
で

だ
が
、
そ
れ
で
も
最
後
ま
で

戦
う
べ
き
で
は
。

戦
う
べ
き
で
は
。

町
長　
上
告
手
続
き
の
問
題

も
極
め
て
難
し
い
が
、
上
告

す
る
に
は
裁
判
所
に
約
１
４

０
万
円
、
弁
護
士
に
約
９
６

０
万
円
の
費
用
が
必
要
。
殆

ど
が
却
下
、
棄
却
と
な
る
こ

と
か
ら
裁
判
に
多
額
の
費
用

を
使
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

総
合
的
に
考
え
、
上
告
は
し

な
い
と
判
断
し
た
。

調
停
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の

調
停
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の

裁
判
に
は
多
大
な
金
額
が
費

裁
判
に
は
多
大
な
金
額
が
費

や
さ
れ
た
。
確
定
後
そ
の
金

や
さ
れ
た
。
確
定
後
そ
の
金

額
と
違
約
金
の
額
を
全
て
公

額
と
違
約
金
の
額
を
全
て
公

表
す
べ
き
。

表
す
べ
き
。

町
長　
判
決
が
確
定
し
た
の

ち
、
町
民
に
裁
判
費
用
と
違

約
金
の
額
を
な
る
べ
く
早
く

す
べ
て
公
表
す
る
。

最
高
裁
に
上
告
す
べ
き

最
高
裁
に
上
告
す
べ
き

小小ここ

玉玉だ
ま
だ
ま  　　

勇勇い
さ
む

い
さ
む  

議
員
議
員

上
告
は
し
な
い

町
　
長

虹のプラザ、どんどん活用していくよ

違約金裁判における議会の対応
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北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

の
状
況
は
。

の
状
況
は
。

町
長　
地
方
自
治
法
に
も
と

づ
い
た
組
合
で
様
々
な
行
政
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛

生
事
業
組
合
の
課
題
は
。

生
事
業
組
合
の
課
題
は
。

町
長　
ご
み
焼
却
施
設
や
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
経
年
劣

化
に
よ
る
損
耗
が
著
し
く
補

修
費
用
も
年
々
増
加
し
て
お

り
組
合
で
検
討
し
て
い
る
。

今
後
の
対
応
は
。

今
後
の
対
応
は
。

町
長　
ご
み
焼
却
施
設
の
建

設
費
を
約
６０
億
円
と
見
込
ん

で
お
り
負
担
は
大
き
い
が
猶

予
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

議
会
報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た

議
会
報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た

中
に
、「
空
き
家
を
活
用
し

中
に
、「
空
き
家
を
活
用
し

た
運
動
教
室
等
の
地
域
包
括

た
運
動
教
室
等
の
地
域
包
括

ケ
ア
づ
く
り
」と
あ
っ
た
が
。

ケ
ア
づ
く
り
」と
あ
っ
た
が
。

町
長　
住
居
以
外
へ
の
利
活

用
は
有
効
な
活
用
方
法
と
し

て
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
先
ん
じ
て
き

空
き
家
対
策
に
先
ん
じ
て
き

た
当
町
だ
。
住
居
で
は
な
い

た
当
町
だ
。
住
居
で
は
な
い

利
活
用
を
進
め
て
は
。

利
活
用
を
進
め
て
は
。

町
長　
お
試
し
移
住
や
協
力

町
民
の
声
を
町
政
に

隊
の
家
屋
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

等
考
え
て
い
き
た
い
。

「
関
係
人
口
を
増
や
す
施
策
」

「
関
係
人
口
を
増
や
す
施
策
」

の
実
施
を
求
め
る
声
も
。

の
実
施
を
求
め
る
声
も
。

町
長　
町
全
体
の
情
報
発
信

力
の
強
化
と
戦
略
的
な
Ｐ
Ｒ

を
掲
げ
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

町
民
の
声
を
聞
く
難
し
さ
は
。

町
民
の
声
を
聞
く
難
し
さ
は
。

町
長　
道
路
の
穴
ひ
と
つ
ま

ま
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
力
を
借
り
て
進

め
て
い
く
。

土田東根市長と志布村山市長（北村山広域行政議会にて）

環境衛生議会であいさつする
結城尾花沢市長と村岡町長

資
材
価
格
高
騰
の
影
響
は
。

資
材
価
格
高
騰
の
影
響
は
。

町
長　
大
き
く
あ
る
。
今
後

精
査
し
て
い
く
。

2４2４
年
前
は
実
質
公
債
費
比
率

年
前
は
実
質
公
債
費
比
率

が
県
内
ワ
ー
ス
ト
だ
っ
た
が
、

が
県
内
ワ
ー
ス
ト
だ
っ
た
が
、

こ
こ
ま
で
改
善
で
き
た
理
由
は
。

こ
こ
ま
で
改
善
で
き
た
理
由
は
。

総
務
課
長　
償
還
す
る
分
の

２
分
の
１
以
下
の
起
債
発
行

に
努
め
た
経
過
で
改
善
し
た
。

人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

北
村
山
地
区
の
連
携
を
強
化

北
村
山
地
区
の
連
携
を
強
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
広
域
行
政
の
重
要
度

が
益
々
増
し
て
い
く
の
は
誰

し
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
。

広
域
行
政
の
強
化
を

ち
い
さ
く
て
も

ち
い
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
に

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
に

村村む
ら
む
ら

形形か
た
か
た  

昌昌し
ょ
う

し
ょ
う

一一い
ち
い
ち  

議
員
議
員

広
域
行
政
の
中
で
話
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い

町
　
長

町
長　
小
学
校
整
備
は
令
和

９
年
開
校
に
向
け
、
一
般
財

源
の
充じ
ゅ
う

当と
う
が
極
力
少
な
く
て

済
む
よ
う
努
め
る
。
ご
み
処

理
場
や
病
院
も
協
議
を
重
ね
、

財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
に
努
め
る
。

統
合
小
学
校
新
設
、
ご
み
処

統
合
小
学
校
新
設
、
ご
み
処

理
場
や
公
立
病
院
の
建
て
替

理
場
や
公
立
病
院
の
建
て
替

え
、
治
水
対
策
、
駅
前
土
地

え
、
治
水
対
策
、
駅
前
土
地

活
用
等
、
財
政
状
況
が
不
安

活
用
等
、
財
政
状
況
が
不
安

だ
。
だ
。 財

政
状
況
は
大
丈
夫
か
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有効活用を！
（町公式LINE）

め
、
ソ
フ
ト
面
で
は
消
防
団

組
織
力
向
上
と
、
予
算
の
関

係
も
あ
る
が
、
よ
り
効
果
的

な
ハ
ー
ド
面
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
す
る

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
す
る

た
め
水
中
ポ
ン
プ
を
常
設
し

た
め
水
中
ポ
ン
プ
を
常
設
し

て
は
。

て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
管

理
者
で
あ
る
国
・
県
の
指
導

や
、
常
設
時
に
草
や
ご
み
で

詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
等
の
問

題
が
あ
る
。
梅
雨
期
か
ら
秋

ま
で
様
子
を
見
て
い
る
。

大
雨
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

大
雨
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

や
機
材
扱
い
の
訓
練
が
必
要
。

や
機
材
扱
い
の
訓
練
が
必
要
。

総
務
課
長　
有
事
の
際
、
速

や
か
に
対
応
す
る
た
め
住
民

と
の
防
災
訓
練
は
必
要
。
今

後
検
討
し
て
い
く
。

道
路
冠
水
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

道
路
冠
水
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
水
没
の
対
応
は
。

の
水
没
の
対
応
は
。

建
設
課
長　
流
雪
溝
の
分
水

装
置
等
を
活
用
し
て
緩
和
を

図
っ
て
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
等
が
大
き

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
等
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、

登
録
者
が
少
な
い
。

登
録
者
が
少
な
い
。

総
務
課
長　
自
主
防
災
組
織

等
の
防
災
訓
練
で
登
録
促
進

を
図
る
。

定
期
的
な
情
報
発
信
が
必
要
。

定
期
的
な
情
報
発
信
が
必
要
。

総
務
課
長　
今
回
の
豪
雨
で

は
２
時
間
お
き
に
防
災
放
送

で
水
位
の
情
報
発
信
を
行
っ

た
。

消
防
団
へ
の
連
絡
手
段
と
し

消
防
団
へ
の
連
絡
手
段
と
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
は
。

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
緊

急
時
に
は
一
斉
に
情
報
を
伝

え
る
必
要
性
か
ら
、
複
数
の

通
信
手
段
を
有
効
に
使
う
必

要
が
あ
る
。
デ
ー
タ
の
共
有

が
図
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
有
効
な

の
で
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
の
情
報
伝
達

上
・
中
流
部
で
は
特
殊
堤
の

上
・
中
流
部
で
は
特
殊
堤
の

早
期
完
成
を
望
む
声
が
大
き

早
期
完
成
を
望
む
声
が
大
き

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
町

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
町

へ
の
影
響
は
。

へ
の
影
響
は
。

町
長　
影
響
が
出
な
い
よ
う

国
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
。

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
持

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
持

続
可
能
な
大
石
田
町
を
ど
う

続
可
能
な
大
石
田
町
を
ど
う

考
え
る
。

考
え
る
。

町
長　
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
様
子
も
変

わ
る
。
や
っ
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
。

最
上
川
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

町
で
把
握
し
て
い
る
内
水
氾

町
で
把
握
し
て
い
る
内
水
氾

濫
箇
所
は
何
か
所
か
。

濫
箇
所
は
何
か
所
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
最

上
川
に
接
続
す
る
排
水
樋
管

は
２１
か
所
。
こ
の
内
、
住
宅

地
に
影
響
が
あ
る
８
か
所
を

警
戒
し
て
い
る
。

現
在
の
対
応
と
今
後
の
課
題
は
。

現
在
の
対
応
と
今
後
の
課
題
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
被

害
対
策
と
し
て
１０
イ
ン
チ
の

排
水
ポ
ン
プ
、
緊
急
排
水
用

の
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
整
備

し
た
。
さ
ら
に
今
後
は
国
・

県
と
協
議
し
な
が
ら
こ
れ
ま

で
以
上
の
効
果
が
期
待
で
き

る
対
策
を
考
え
る
。

内
水
処
理
の
対
応

排
水
能
力
や
人
員
の
配
備
時

排
水
能
力
や
人
員
の
配
備
時

間
は
十
分
か
。

間
は
十
分
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
今

あ
る
資
機
材
（
左
表
参
照
）

で
十
分
か
は
計
り
か
ね
る

が
、
排
水
能
力
を
活
か
す
た

豪
雨
災
害
に
お
け
る

豪
雨
災
害
に
お
け
る

豪
雨
災
害
に
お
け
る

町
の
対
応
は

町
の
対
応
は

町
の
対
応
は

今今今こ
ん
こ
ん
こ
ん

野野野ののの   

雅雅雅ま
さ
ま
さ
ま
さ

信信信の
ぶ
の
ぶ
の
ぶ   

議
員
議
員
議
員

町
地
域
防
災
計
画
に

町
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
活
動
す
る

基
づ
き
活
動
す
る

町
　
長

町
　
長

・水中ポンプ　　　　　　　　11基
・緊急排水用エンジンポンプ　１基
・総務省貸与の小型ポンプ　　１基
・消防ポンプ自動車　　　　　５台
・小型動力消防ポンプ　　　　2５台
　　※総吐

はき
出
だ
し量　９2㎥／分

◎現在町が所有する水防資機材

（小学校の2５ｍプールを約５分で
 空にできる能力）
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市
民
後
見
人
の
養
成
・
活
用

市
民
後
見
人
の
養
成
・
活
用

の
考
え
は
。

の
考
え
は
。

町
長　
町
民
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
か
も
含
め
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

後
見
人
制
度
自
体
の
周
知
・

後
見
人
制
度
自
体
の
周
知
・

発
信
の
考
え
は
。

発
信
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
現
在
は

行
っ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
等
、
検
討

し
て
い
く
。

小
学
校
統
合
に
伴
う
、
空
き

小
学
校
統
合
に
伴
う
、
空
き

校
舎
の
利
活
用
は
。

校
舎
の
利
活
用
は
。

町
長　
「
大
石
田
学
園
づ
く

り
委
員
会
」
を
中
心
に
協
議

を
進
め
、
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

教
育
長　
小
学
校
統
合
と
合

夢
の
あ
る
施
設
へ

わ
せ
て
、
跡
地
も
夢
の
あ
る

利
活
用
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

若
年
性
認
知
症
が
注
視
さ
れ
て

若
年
性
認
知
症
が
注
視
さ
れ
て

き
て
い
る
。当
町
の「
認
知
症
ケ

き
て
い
る
。当
町
の「
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」に
は
記
述
が
な
い
。

ア
パ
ス
」に
は
記
述
が
な
い
。

保
健
福
祉
課
長　
平
成
２８
年

以
降
改
訂
し
て
い
な
い
た
め
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

利
用
者
が
前
向
き
な
気
持
ち

利
用
者
が
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
れ
る
よ
う
な
色
や
イ
ラ

に
な
れ
る
よ
う
な
色
や
イ
ラ

ス
ト
を
使
用
し
た
「
ケ
ア
パ

ス
ト
を
使
用
し
た
「
ケ
ア
パ

ス
」の
製
本
化
が
必
要
で
は
。

ス
」の
製
本
化
が
必
要
で
は
。

町
長　
内
容
が
大
事
だ
が
、

見
た
目
の
大
事
さ
も
わ
か
る
。

次
回
改
訂
の
際
に
は
、
意
に

沿
っ
た
も
の
に
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

ケ
ア
パ
ス
の
改
善
を

「認知症ケアパス」とは、
認知症の人の状態に応じ
た適切なサービス提供の
流れをまとめたものです。

包括支援センター

出典：大石田町人口ビジョン（令和２年度改訂版）

2040年

介
護
人
材
不
足
、
生
産
人
口

介
護
人
材
不
足
、
生
産
人
口

減
少
へ
の
対
応
は
。

減
少
へ
の
対
応
は
。

町
長　
国
と
連
携
し
な
が
ら

人
材
育
成
に
努
め
る
。
子
育

て
支
援
策
を
は
じ
め
、
各
種

施
策
等
を
推
進
し
て
い
く
。

全
国
的
に
高
齢
世
帯
の
４
割

全
国
的
に
高
齢
世
帯
の
４
割

（
８
９
６
万
世
帯
）
が
単
身

（
８
９
６
万
世
帯
）
が
単
身

世
帯
と
な
る
推
計
だ
が
。

世
帯
と
な
る
推
計
だ
が
。

町
長　
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め

に
、地
区
、民
生
委
員
、社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
見
守
り

活
動
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

町
内
町
内
６０６０
歳
以
上
の
独
居
者
数

歳
以
上
の
独
居
者
数

は
３
３
４
名
（
令
和
３
年

は
３
３
４
名
（
令
和
３
年
１０１０

進
む
少
子
高
齢
化

月
）。
民
生
委
員
の
「
一
人

月
）。
民
生
委
員
の
「
一
人

暮
ら
し
安
否
確
認
」
の
状
況

暮
ら
し
安
否
確
認
」
の
状
況

は
。
は
。

保
健
福
祉
課
長　
独
居
に
限

ら
ず
困
窮
者
を
中
心
に
１
０

０
件
前
後
、
悩
み
相
談
等
を

行
っ
て
い
る
。

今
後
、
民
生
委
員
の
数
を
増

今
後
、
民
生
委
員
の
数
を
増

や
す
の
は
厳
し
く
、
関
連
業

や
す
の
は
厳
し
く
、
関
連
業

者
等
と
の
連
携
が
重
要
で
は
。

者
等
と
の
連
携
が
重
要
で
は
。

保
健
福
祉
課
長　
現
在
、
行

政
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

が
集
ま
っ
て
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
一
人

暮
ら
し
が
増
え
て
く
れ
ば
民

間
と
の
連
携
も
あ
り
得
る
と

思
っ
て
い
る
。

２
０
４
０
年
問
題
へ
の

２
０
４
０
年
問
題
へ
の

対
応
は

対
応
は

二二にに

藤藤と
う
と
う

部部べべ  

冬冬と
う
と
う

馬馬まま  

議
員
議
員

各
種
施
策
等
を
推
進
し
て
い
く

町
　
長
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提示された４案（出典：治水対策に関する説明会資料）

一変する横山の風景

大
橋
の
架
け
替
え
で
家
屋
移
転
が
生
じ

大
橋
の
架
け
替
え
で
家
屋
移
転
が
生
じ

る
が
。

る
が
。

町
長　
国
土
交
通
省
で
は
現
在
、
引
堤

や
大
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
の
住
民

説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
開

催
予
定
で
あ
る
。
町
で
は
宅
地
造
成
に

向
け
て
の
調
査
業
務
を
発
注
し
て
い
る

が
、
そ
こ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
た

め
、
町
有
地
や
空
き
地
等
の
情
報
を
提

供
し
な
が
ら
、
地
権
者
の
意
向
を
聞
い

て
進
め
た
い
。

住
民
説
明
会
に
は
何
人
く
ら
い
出
席
し

住
民
説
明
会
に
は
何
人
く
ら
い
出
席
し

た
か
。

た
か
。

建
設
課
長　
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

第
２
回
説
明
会
に
は
１
４
０
名
程
度
の

方
が
出
席
し
た
。

移
転
は
ど
う
な
る

説
明
を
受
け
て
の
反
応
は
。

説
明
を
受
け
て
の
反
応
は
。

建
設
課
長　
数
件
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
次
回
の
説
明
会
で
大
橋
の
架
け
替

え
案
が
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
降
に

反
応
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

架
け
替
え
で
人
や
車
の
流
れ
が
変
わ
る

架
け
替
え
で
人
や
車
の
流
れ
が
変
わ
る

の
で
は
。

の
で
は
。

町
長　
ま
だ
橋
の
位
置
が
決
定
し
て
い

な
い
た
め
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な

い
が
、
大
幅
に
変
わ
り
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

架
け
替
え
る
場
所
に
文
化
的
建
造
物
が

架
け
替
え
る
場
所
に
文
化
的
建
造
物
が

含
ま
れ
る
案
も
あ
る
が
。

含
ま
れ
る
案
も
あ
る
が
。

町
長　
国
交
省
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
、

架
け
替
え
案
を
発
表
す
る
と
思
う
。

架
け
替
え
の
影
響
は

新
町
、
二
丁
目
、
本
町
、
四
日
町
等
、

新
町
、
二
丁
目
、
本
町
、
四
日
町
等
、
寂寂さ
び
さ
び
れれ

て
き
て
い
る
。
今
回
の
事
業
で
さ
ら
に
町
の

て
き
て
い
る
。
今
回
の
事
業
で
さ
ら
に
町
の

景
観
が
変
わ
っ
て
い
く
が
。

景
観
が
変
わ
っ
て
い
く
が
。

町
長　
安
心
安
全
の
た
め
の
堤
防
の
整
備
で

は
あ
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
を
考
え
た
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
捉
え
て
い
る
。
百
年
後
、

二
百
年
後
も
後
世
に
誇
れ
る
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
し
た
い
。

国
が
計
画
す
る
大
橋
の

国
が
計
画
す
る
大
橋
の

架
け
替
え
は

架
け
替
え
は

熊熊く
ま
く
ま

谷谷が
い
が
い  

富富と
み
と
み

太太たた

郎郎ろ
う
ろ
う  

議
員
議
員

位
置
が
未
定
の
た
め

確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い

町
　
長
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行
／
山
形
県
大
石
田
町
議
会　

  

発
行
責
任
者
／
議
長　
大
山 

二
郎

☎
０
２
３
７︵
３５
︶２
１
１
１　
　
◆
印
刷　
大
場
印
刷
株
式
会
社

編
集
／
広
報
常
任
委
員
会
・
〒　
　
大
石
田
町
緑
町
一
番
地

999-
4112

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委
員
長　
二
藤
部
冬
馬

副
委
員
長　
今
野　
雅
信

委

員　
岡
﨑　
英
和

委

員　
村
形　
昌
一

委

員　
芳
賀　
　
清

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
町
夏
祭
り

の
花
火
大
会
や
先
日
は
、
あ
い

に
く
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
多
く

の
ラ
ン
ナ
ー
ズ
が
町
内
を
駆
け

回
っ
た
。
少
し
ず
つ
イ
ベ
ン
ト

が
回
復
し
つ
つ
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
感
染
防
止
対
策
を

し
な
が
ら
手
探
り
の
開
催
で
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
、
秋
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」

が
１０
月
２９
日
㈯
・
３０
日
㈰
の
２

日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日

は
東
北
中
央
自
動
車
道
の
全
線

が
つ
な
が
る
記
念
の
日
と
重
な

る
こ
と
も
あ
り
、
大
石
田
町
に

は
、
そ
ば
フ
ァ
ン
な
ど
が
大
挙

し
て
訪
れ
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
口
減
少
が
続
く
中
、
そ
れ

で
も
交
流
人
口
は
右
肩
上
が
り

で
伸
び
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば

移
住
定
住
に
つ
な
が
れ
ば
な
ぁ
。

�

【
記　
芳
賀
】

編
集
後
記

「おおいしだ　議会だより」の文字書体は誰にでも読みやすいユニバーサル書体を使用しています

町町のの起起業業家家
Vol.13

「おがる運動教室」「おがる運動教室」

Ｑ　お仕事内容は？
Ａ　�大石田では毎週水曜日と金曜日、参加者同士

のおしゃべりやコミュニケーションも含めた、
運動教室を３時間程度行っています。ほかにも、
健康増進のために「こまごめサロン」（毎週土
曜日）や、健康づくり講座、笑いヨガなどを行っ
ています。

Ｑ　始めたきっかけは？
Ａ　�通いながら健康増進のできる事業を立ち上げ、

生まれ育った大石田に貢献したいと思いました。

Ｑ　町議会へひとこと
Ａ　�地域の介護サービスが充実するような取り組

みをお願いしたいです。

Ｑ　今後の展開は？
Ａ　�認知症予防に対応した事業もやっていければ

と思っています。

毎週水・金曜日９：00～12：00

　古民家を活用した事業で、大石田ら
しさを感じながら健康づくりに取り組
むことができます。また、認知症予防
にも効果のある「笑いヨガ」など魅力
的な講座も行っており、健康づくりに
大きく寄与されることと思います。
　町議会としても介護における課題等
に取り組んでいきたいと思います。
� 【記　二藤部】

議員コメント

合同会社 大石田生活
所在地：大石田町大字駒籠３９３－３
ＴＥＬ：０２３７－５３－６１３７
三
み

瀧
たき

英
ひで

樹
き

（理学療法士）
三
み

瀧
たき

　生
せい

（介護福祉士・保育士）
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